























2 度の高揚期が見られ，1960 年と 1968 ～ 1969 年と，どちらも 1960 年代に発生している（西城戸
2008：13-22）。第一の高揚期は，1960 年 4 ～ 6 月に発生した日米安保条約改定にたいする国民的




　とくに 1960 年代後半の学生運動は，戦後社会運動史のなかでも，以下の 2 点において特徴的か
つ重大な意味を持つ現象だった。第一に，欧米先進国をはじめとして世界各国で多発した若者運動
と同時性を有しており，グローバルな現象の一部でもあった。第二に，欧米の若者運動と同時性を
有していたために，また 1970 年代以降の日本の社会運動の展開をふまえ，1960 年代後半の学生運
動は 1970 年代以降にいわゆる「新しい社会運動」へと参加者や思想の面で連続していったか否か，
言い換えれば日本の社会運動にどれほどの影響を与えたのかが長年議論されてきており，いまだ結
論は出ていない（安藤 2013；樋口 et al. 2008；大野 1990）。
　そして，このような 1960 年代後半の学生運動の際立った特色とされるのが全共闘であり，とき
（１）　当時，授業放棄・ストライキ・施設の封鎖占拠のいずれかが発生した 4 年制大学は，1968 年で約 34％（127
校），1969 年には約 41％（153 校）にのぼった（大野 1990：238）。
34 大原社会問題研究所雑誌　№697／2016.11
に当時の学生運動の総称のように言及されることすらある（『置文 21』編集同人編著 2011；三橋








































































　本稿では，具体的には，1968 ～ 1969 年に東京大学で発生した東大闘争を事例として取り上げる。
東大闘争を対象とするのは，以下の 2 点の理由による。第一に，東大の学生運動は戦前から 1960
年代まで一貫して，日本の大学のなかで東大が占める特権的地位や人材の豊富さなどによって，日
本の学生運動の思想的先端にあり，リーダー層を輩出してきた（安東 1995；Smith 1972 ＝ 1978；
島・島 2010）。第二に，1960 年代後半に学園闘争が高揚したさい，期間や規模，他大学への影響の
大きさで突出していたのが，日本大学とならんで東京大学の学園闘争だったためである。
　分析に用いるのは，筆者が 2013 年 6 月から 2014 年 10 月にかけて実施した，1960 年代後半の学
生運動参加者・関係者 44 名にたいする聞き取り調査のデータである（３）。聞き取り対象者は機縁法と
スノーボール・サンプリングによって募り，ひとりにつき 1 ～ 2 回，合計 1 ～ 8 時間をかけて，
1960 年代後半の学生運動体験を中心に生活史を聞き取った（４）。44 名の内訳は，東大闘争時に東大の
学生もしくは大学院生だった者が 35 名，東大闘争に教員として関わった者が 5 名，他大学の学生






















れ，東京大学医学部では 1968 年 1 月 29 日に医学部全 4 学年がストライキに突入する事態となっ
た。このストライキの過程で，退学処分 4 名を含む合計 17 名という，類例のない学生大量処分が
医学部教授会によっておこなわれ，しかも処分された学生のうち 1 名は処分理由となった事件に関
わっていなかったことが明らかになり，医学部生と医学部当局の対立が決定的になった。
　医学部内の闘争が全学に波及したのは 1968 年 6 月である。登録医制度と学生不当処分の 2 つの
問題にかんする訴えを医学部教授会が取り上げる気配がないことから，6 月 15 日，医学部生たち
は他大の医学生たちとともに本郷キャンパスにある安田講堂の占拠に踏み切った。これにたいし，
東大執行部が 6 月 17 日に機動隊を導入した。警察力をキャンパスに入れて学内問題の解決を図る
ことは，当時の学生たちや教員の感覚からすれば大学自治を侵す暴挙だった。
　機動隊導入から 3 日後の 6 月 20 日には，全 10 学部のうち 9 学部の学生たちが 1 日ストを決行す
る事態へと発展する。そして，抗議活動は 1 日ストに終わらず，6 月 26 日に無期限ストライキに
入った文学部を皮切りに，6 月から 10 月初旬にかけて，学部ごとに，学生たちは医学部学生の不
当処分や機動隊導入に抗議して続々と無期限ストライキを開始していった。
　東大闘争参加者は 3 層の学生たちに大別された。7 月 5 日に結成された東大全共闘のもとに糾合
した新左翼系とノンセクト系，そしてこの二者と対立関係にある民青系である。この 3 層の混在は 



















（６）　1964 年に民青系の全日本学生自治会総連合に加盟していた自治会は 71 大学・129 自治会，1965 年には同 79 大






　1968 年 10 月から東大の全 10 学部で無期限ストライキがおこなわれている状態となったが，全
学無期限ストライキが維持されたのは約 2 ヵ月間だった。1968 年晩秋になると，ストライキ反対
派の学生たちが組織化を始め，また 11 月には日本共産党が方針転換し，民青系学生たちがストラ
イキ推進からストライキ終結へと態度を変えた。民青系学生とストライキ反対派学生が共同で大学
執行部と交渉を進めた結果，1969 年 1 月 10 日，7 学部の学生代表団と大学当局とのあいだで，“10
項目の確認書” が締結された。これと前後して各学部でストライキが解除されていく。確認書締結























































鮮明にした “ストライキ実行委員会”（スト実）という 2 つの組織に分かれていた。
（７）　1968 年 4 月時点医学部 3 年，ノンセクト系。2014 年 8 月 30 日の聞き取りより。聞き手：筆者，福岡安則。
































（９）　1968 年 4 月時点教養学部 2 年，ノンセクト系。2013 年 11 月 14 日の聞き取りより。聞き手：筆者，富永京子。




























（１１）　1969 年 9 月に全国の大学の全共闘組織が結集してつくられた。
（１２）　ASPAC（アジア・太平洋閣僚会議）。日本・韓国・台湾・フィリピン・マレーシア・タイ・南ベトナム・ラ
オス・オーストラリア・ニュージーランドの 10 カ国が参加し，第 1 回会議が 1966 年 6 月に韓国・ソウルで，第 2
回会議が 1967 年 7 月にタイ・バンコクでそれぞれ開かれた。1968 年 7 月には第 3 回会議がオーストラリア・キャ
ンベラで開催されることになっていたが，これに先立ち，ASPAC を東南アジア条約機構に代わる新軍事機構にし
ようという動きが韓国やフィリピン，タイなどで高まっていると伝えられ，各地で反対闘争が起きた（『朝日新聞』
1968 年 6 月 22 日朝刊）。
（１３）　1968 年 6 月 15 日に医学部生たちが安田講堂を占拠したさい，他大の医学部生たちも多く参加していたことを
指す。




























ら。……68 年の 12 月頃になると，全共闘と民青の間の憎しみがギシギシに積もり積もってい
る。殺すっていうような意識は全くないですけれども，ただ単に捕虜を殴ってしまう（１８）。　　　　　
（１５）　1968 年 4 月時点教養学部 2 年，ノンセクト系。2013 年 11 月 14 日の聞き取りより。聞き手：筆者，富永京子。
（１６）　1968 年 4 月時点文学部 4 年，ノンセクト系。2013 年 9 月 12 日の聞き取りより。聞き手：筆者，福岡安則。
（１７）　駒場キャンパスの第八本館を指す。



















2 月 6 日に理学部共闘会議（理共闘）が，文学部では 1969 年 3 月ごろに文学部共闘会議が結成さ
れている。くわえて文学部では社会学共闘会議といった学科単位の共闘会議もこの時期になってつ
くられた。











































































なっていた。その中核は，1945 年 11 月に結成された日本社会党，同年 12 月に再建党大会を開い
た日本共産党だったが，どちらも，戦後日本において議会制民主主義の制度化と経済成長が進むに
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